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2009 CIGRE SCD2 Meeting and Colloquium実施概要（速報） 

１．開催期間・場所 
 期  間：2009年 10月 19日（月）～10月 23日（金） 
 場  所：ホテルニューオータニ博多、電気ビル 

２．スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．参加人員（総数 291名） 

参加者 278名 同伴者 13名 

国外参加者 034名 国外同伴者 10名
内訳 

国内参加者 244名 国内同伴者 03名

 【参加国リスト（括弧内は同伴者別掲）】 
  アルゼンチン（２）、オーストラリア（２）、ボスニア・ヘルチェゴビナ（１）、ブラジル（１（１））、

フィンランド（１）、フランス（５（２））、アイルランド（１）、マレーシア（１（１））、        
メキシコ（７（３））、ノルウェー（１）、ポーランド（１（１））、ポルトガル（１）、        
ルーマニア（１）、スロベニア（１）、セルビア（１）、スペイン（２（２））、スウェーデン（１）、

ロシア（１）、スイス（１）、英国（１）、米国（１）、日本（２４４（３）） 

 



 
４．Colloquium（10月 21～22日実施） 
  Preferential Subject毎の論文状況 

Preferential Subject Paper Number Presentation Contribution Cancel
Information and Telecommunication 
systems available in emergencies at 
Electric Utilities 

12 10 1 2 

Metering and Billing 08 06 0 2 
Application of emerging 
telecommunication technologies at 
Electric Utilities – Cost reduction while 
assuring resilience 

13 13 2 0 

Total 33  29 3 4 

 Special Reporter及び Assistant Special Reporter 

Preferential Subject Special Reporter Assistant Special Reporter 
Information and Telecommunication 
systems available in emergencies at 
Electric Utilities 

芹澤 善積氏 
（電力中央研究所、日本）

木内 舞氏 
（同左） 

Metering and Billing Salvador Gonzales-Castro 
（IIE、メキシコ） 

森  直子氏 
（日本電気） 

Application of emerging 
telecommunication technologies at 
Electric Utilities – Cost reduction while 
assuring resilience 

Ari Silfverberg氏 
（Fingrid、フィンランド）

澤田 克仁氏 
小林 真弓氏 
（富士通） 

論文発表会場には 280席を設けたが一時、立ち見が出るほどの盛況ぶりで、活発な議論が行われた。
詳細については、後日取り纏める実施報告書で報告する。 

 

５．Technical Tourについて（10月 23日実施） 
 Technical Tourについては、九州電力の玄海原子力発電所設備見学を行い、玄海エネルギーパークや
観賞用温室、訓練センターなどを視察し、活発な質疑応答が行われた。また、日本の原子力発電所

の安全管理水準に大きな関心が寄せられていた。 

６．会議実施状況 
 期間中、以下の会合が開催された。詳細については、後日取り纏める実施報告書を参照されたい。 

会議名 参加人数 備考 

SC D2 Regular Meeting 22 

主要議事 
・本部 D2委員長交代（2010年） 
・2010年パリ大会スペシャルレポーター 
・2011年Meeting ＆Colloquium開催候補地 

WG Meeting 09 WGD2.26 

 

以 上 


